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稲 田 大 学 健 保 組 合 における特 定 保 健 指 導 を





図１： NPO 法人健康早稲田の杜のビジネスモデル 
 
 
























































































































































































































































米国保健省（HHS）は 2007 年 3 月に、個の医
療と健康情報テクノロジーを結合させる路線を発
表 し 、 そ れ を パ ー ソ ナ ラ イ ズ ヘ ル ス ケ ア






















認されている（The Human Obesity Gene Map: 




























用 いた。肥 満 関 連 遺 伝 子 としては、PCR-RFLP
法によって、β3 アドレナリン受容体（ADRB3 64 
T>A)、（PPARγ 1431 C>T 、Pro12Ala)、脱 共
役タンパク１（UCP1 3826 A>G)、脂肪酸結合タン
パク 2（FABP2 54 A>T)の遺伝子多型を解析した。











量 はメタボリックシンドロームのリスクと関 連 し、
PPARγの遺伝子多型を保持している中高齢被
験者は、有酸素性能力を高めることがメタボリック
シンドロームの予防に重要であることが示唆され
た（図６）。これらの結果から、PPARγの遺伝子
多型をもつ者に対するメタボリックシンドローム予
防のためには、あらかじめ有酸素性能力を高める
ことのできる習慣的な有酸素性運動の実践が推
奨される。 
 
 
図６： PPARγ遺伝子多型、有酸素性能力およびメタボリックシンドロームとの関係 
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日本人男女205名 肥満遺伝子（PPARγ Pro12Ala多型）と体力の関係
・低体力と肥満遺伝子変異の両方があるとメタボの危険度は高まる
・肥満遺伝子変異のある人はあらかじめ体力を高めておく必要がある
今後は、無作為抽出試験を用いて数年間の
縦断的研究を実施し、生活習慣病の予防・改善
効果に関する運動効果の有無と生活習慣病に
かかわる遺伝子多型や有酸素性能力、およびメ
タボリックシンドロームとの相互関係について明ら
かにする予定である。 
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